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［公法系科目］

〔第２問〕（配点：１００ 〔ࠝ設問１〕㸪〔設問２〕㸪〔設問㸱〕の配点๭合は，２：５：㸱 ）ࠞ

ᰴ式会♫Ｘは，指定数量以上のⅉ油をྲྀり扱うため，ᾘ㜵法第１０条第１項及び危険物の規制に関す

るᨻ௧（以下「危険物ᨻ௧」という。）第㸱条第４ྕᡤ定の一般ྲྀ扱ᡤに当たるྲྀ扱ᡤ（以下「本件ྲྀ

扱ᡤ」という。）につき，ᖹ成１７年にＹ市㛗からᾘ㜵法第１１条第１項による設置許可を受け，ⅉ油

㈍኎業を営んでいた（ᾘ㜵法その他の関係法௧については࠙資ᩱ１ࠚ参照）。本件ྲྀ扱ᡤは，ᕤ業地ᇦ

にᡤᅾし，㒔市計画法及びᘓ⠏基‽法上，適法にᘓ⠏されている。ᘓ⠏基‽法上は，㒔市計画法上の用

途地ᇦࡈとに，一般ྲྀ扱ᡤをᘓ⠏できるか否かが定められ，ᘓ⠏できる用途地ᇦについては，ᕤ業地ᇦ

を㝖き，一般ྲྀ扱ᡤでྲྀり扱うことのできる危険物の指定数量のಸ数（ྲྀ扱ᡤの場合，当該ྲྀ扱ᡤにお

いてྲྀり扱う危険物の数量を当該危険物の指定数量で㝖して得た್を指す。以下「ಸ数」という。）の

上限が規定されているが，ᕤ業地ᇦについては，ಸ数の制限なく一般ྲྀ扱ᡤをᘓ⠏できることとされて

いる。本件ྲྀ扱ᡤにおいて現ᅾྲྀり扱われているಸ数は５５である。

ところが，本件ྲྀ扱ᡤから１㸶࣓ートル㞳れた地点において，ᰴ式会♫Ａがⴿ⚍場（以下「本件ⴿ⚍

場」という。）のᘓ⠏を計画し，ᖹ成２７年１月にＹ市ᘓ⠏主事からᘓ⠏確認（以下「本件ᘓ⠏確認」

という。）を受けた上で，ᘓ⠏ᕤ事を完஢させ，同年５月ᮎには営業開ጞをண定している。本件ⴿ⚍場

のᡤᅾ地は，ᖹ成１７年の時点では第一✀中高ᒙ住居専用地ᇦとされていたため，㒔市計画法及びᘓ⠏

基‽法上，ⴿ⚍場のᘓ⠏はཎ๎として不可能であったが，ᖹ成２６年に，Ｙ市㛗が㒔市計画法に基࡙き

第஧✀中高ᒙ住居専用地ᇦに指定替えする㒔市計画Ỵ定（以下「本件㒔市計画Ỵ定」という。）を行い，

ⴿ⚍場のᘓ⠏が可能になった。本件ᘓ⠏確認及び本件㒔市計画Ỵ定は，いずれも適法なものであった。

本件ⴿ⚍場の営業開ጞが法的な問題を発生させるのではないかというᠱᛕをᢪいたＸの♫員Ｂが，Ｙ

市のᾘ㜵行ᨻ担当課に問い合わせたところ，同課職員Ｃはḟのような見解を示した。

⑴ 本件ⴿ⚍場は，一般的な解㔘にᚑえば，危険物ᨻ௧第㸷条第１項第１ྕࣟの「学ᰯ，⑓院，๻場そ

の他ከ数の人を収容する施設で⥲務省௧で定める」ᘓ⠏物（以下，同ྕに定めるᘓ⠏物を「保安物件」

という。）に当たるから，危険物ᨻ௧第１㸷条第１項により‽用される危険物ᨻ௧第㸷条第１項第１

ྕ本文にいう㊥㞳（以下「保安㊥㞳」という。）として，本件ྲྀ扱ᡤと本件ⴿ⚍場との間は㸱０࣓ー

トル以上を保たなければならない。

⑵ ただし，保安㊥㞳は，危険物ᨻ௧第１㸷条第１項により‽用される危険物ᨻ௧第㸷条第１項第１ྕ

ただし書によって，市⏫ᮧ㛗が▷⦰することができる。Ｙ市は，保安㊥㞳の▷⦰に関して内部基‽（以

下「本件基‽」という。࠙ 資ᩱ２ࠚ参照）を定めている。本件基‽は，ձ一般ྲྀ扱ᡤがいずれの用途

地ᇦにᡤᅾするかに応じて，ಸ数の上限（以下「▷⦰条件」という。），ղ保安物件の危険度（保安物

件の立地条件及びᵓ㐀により判定される。）及び✀類，୪びに一般ྲྀ扱ᡤでྲྀり扱う危険物の量（ಸ

数）及び✀類ࡈとに，▷⦰する場合の保安㊥㞳の下限（以下「▷⦰限⏺㊥㞳」という。），ճྲྀ扱ᡤの

高さ，保安物件の高さ及び㜵ⅆ性・⪏ⅆ性，୪びに両者間の㊥㞳から⟬定される，必要な㜵ⅆሟの高

さを定めている。そして，本件基‽は，これら㸱つの要件が全て満たされる場合に限り，保安㊥㞳を

▷⦰することができるとしている。本件基‽によれば，本件ྲྀ扱ᡤがᡤᅾするᕤ業地ᇦにおける▷⦰

条件としてのಸ数の上限は５０であり，第஧石油類に該当するⅉ油をྲྀ扱い，かつ，ಸ数が１０以上

の本件ྲྀ扱ᡤ及び本件ⴿ⚍場に適用される▷⦰限⏺㊥㞳は２０࣓ートルである。

և 本件ⴿ⚍場が営業をጞめた場合，本件ྲྀ扱ᡤは，上記ձ及びղの要件を満たさないため，保安㊥㞳

を▷⦰することができず，ᾘ㜵法第１０条第４項の技術上の基‽に適合しないこととなる。そこで，

Ｙ市㛗としては，ᾘ㜵法第１２条第２項に基࡙き，Ｘに対し，本件ྲྀ扱ᡤを本件ⴿ⚍場から㸱０࣓ー

トル以上㞳れたところに⛣㌿すべきことを求める࿨௧（以下「本件࿨௧」という。）を発するண定で

ある。
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Ｘとしては，本件基‽ճの定める高さより高い㜵ⅆሟを設置すること，及び危険物ᨻ௧で⩏務௜けら

れたỈ‽以上のᾘⅆ設ഛを増設することについては，技術的にも経営上も可能であり，実施する用意が

ある。他方，Ｘは，現ᅾのಸ数をῶらすと経営が成り立たなくなるため，現ᅾのಸ数をῶらせない状ἣ

にある。また，Ｘのᡤ有するᩜ地内において，本件ྲྀ扱ᡤを本件ⴿ⚍場から２０࣓ートル以上㞳れた఩

置に⛣設することは不可能である。このような事情の下で，職員Ｃの見解にᚑうとすれば，Ｘは本件ྲྀ

扱ᡤを他ᡤに⛣㌿せざるを得ず，ᕧ㢠な㈝用を要することになる。⣡得がいかない♫員Ｂは，知り合い

のᘚㆤኈＤに┦ㄯした。

以下に示された࠙ 法ᚊ事務ᡤの会議㘓 をㄞんだ上で，ᘚㆤኈＤの指示に応じるᘚㆤኈ㹃の立場に立っࠚ

て，設問に答えなさい。

なお，ᾘ㜵法，㒔市計画法，ᘓ⠏基‽法及び危険物ᨻ௧のᢤ⢋を࠙資ᩱ１ 関係法௧ࠚに，本件基‽

のᢤ⢋を࠙資ᩱ２ 本件基‽�ᢤ⢋�ࠚに，それぞれᥖࡆてあるので，適ᐅ参照しなさい。

〔設問１〕

Ｘは，本件࿨௧が発せられることを事前に㜼止するために，ᢠ告訴訟を適法に提起することができ

るか。行ᨻ事件訴訟法第㸱条第２項以下にิᣲされているᢠ告訴訟として考えられる訴えを具体的に

ᣲࡆ，その訴えが訴訟要件を満たすか否かについて᳨ウしなさい。

〔設問２〕

௬に，本件࿨௧が発せられ，Ｘが本件࿨௧のྲྀᾘしを求める訴訟を提起した場合，このྲྀᾘ訴訟に

おいて本件࿨௧は適法と認められるか。ᾘ㜵法及び危険物ᨻ௧の関係する規定の㊃旨及び内容に照ら

して，また，本件基‽の法的性質及び内容を᳨ウしながら，本件࿨௧を違法とするＸの法ᚊ論として

考えられるものをᣲࡆて，詳細に論じなさい。解答に当たっては，職員Ｃの見解のうち�1�の法解㔘

にはதいがないこと，及び本件࿨௧に手⥆的違法はないことを前提にしなさい。

〔設問㸱〕

௬に，本件࿨௧が発せられ，Ｘが本件࿨௧にᚑって本件ྲྀ扱ᡤを他ᡤに⛣㌿させた場合，Ｘは⛣㌿

に要した㈝用についてＹ市にᦆኻ⿵償を請求することができるか。解答に当たっては，本件࿨௧が適

法であること，及びᦆኻ⿵償の定めが法ᚊになくても，憲法第２㸷条第㸱項に基࡙きᦆኻ⿵償を請求

できることを前提にしなさい。
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࠙法ᚊ事務ᡤの会議㘓ࠚ

ᘚㆤኈＤ：本日は，Ｘの᱌件について議論したいと思います。Ｘからは，「できれば事前に本件࿨௧を㜼

止できないか。」と┦ㄯされています。Ｙ市では，ᾘ㜵法第１２条第２項による⛣㌿࿨௧を発し

た場合，直ちにウ࢙ࢧࣈイトで公表する運用をとっており，Ｘは，それによって㢳ᐈの信用をኻ

うことをᜍれているのです。

ᘚㆤኈ㹃：本件ⴿ⚍場の営業が開ጞされれば，Ｙ市㛗が本件࿨௧を発することが確実なのですࡡ。

ᘚㆤኈＤ：はい。その点は，⚾からもＹ市のᾘ㜵行ᨻ担当課に確認をとりました。

ᘚㆤኈ㹃：では，本件࿨௧が発せられることを，ᢠ告訴訟によって事前に㜼止することが可能か，᳨ウし

てみます。

ᘚㆤኈＤ：お㢪いします。ḟに，本件࿨௧を事前に㜼止できず，本件࿨௧が発せられた場合，Ｘとしては

ྲྀᾘ訴訟を提起して本件࿨௧の適法性をதうことを考えています。ᾘ㜵法と危険物ᨻ௧の関係規

定をよくㄞんで，本件࿨௧を違法とする法ᚊ論について᳨ウしてください。なお，本件ⴿ⚍場が，

危険物ᨻ௧第㸷条第１項第１ྕࣟの保安物件に該当するかどうかについて議論のవ地がないわけ

ではありませんが，その点は௒回は᳨ウせず，該当することを前提としてください。

ᘚㆤኈ㹃：危険物ᨻ௧第㸷条第１項第１ྕただし書については，本件基‽が定められていますので，Ẽに

なって立法経⦋をㄪべました。このただし書の規定は，〇㐀ᡤそのものにኚ᭦がなくても，〇㐀

ᡤの設置後，〇㐀ᡤの周辺に新たに保安物件が設置された場合に，ᾘ㜵法第１２条により，〇㐀

ᡤの⛣㌿等のᥐ置をㅮじなければならなくなる事ែを避けることを主な目的にして定められた，

とのことです。したがって，新たに設置される〇㐀ᡤの設置の許可に際して，このただし書の規

定を適用し，初めから保安㊥㞳を▷⦰する運用は，規定の㊃旨に合わないと，行ᨻ実務上は考え

られています。

ᘚㆤኈＤ：では，このただし書の規定の㊃旨・内容及び本件基‽の法的性質を踏まえた上で，本件基‽ձ

及びղについて᳨ウしてください。「ಸ数」は，⪥័れない用ㄒかもしれませんが，ྲྀ扱ᡤでྲྀ

り扱われている危険物の分量と考えてください。なお，このただし書にある，市⏫ᮧ㛗等が「安

全であると認め」る行Ⅽが行ᨻ処分でないことは明らかですから，処分性の問題は考えなくて結

ᵓです。本件基‽ձは，ᕤ業地ᇦなどの用途地ᇦについてゐれていますが，用途地ᇦの制度のᴫ

要はᚚᏑじですࡡ。

ᘚㆤኈ㹃：もちろんです。用途地ᇦは，基本的に市⏫ᮧが㒔市計画法に基࡙き㒔市計画に定めるもので，

用途地ᇦの✀類ࡈとに，ᘓ⠏基‽法別表第஧に，ཎ๎としてᘓ⠏が可能な用途のᘓ⠏物ཪは不可

能な用途のᘓ⠏物がิᣲされています。

ᘚㆤኈＤ：そのとおりです。ᘓ⠏基‽法上，ᕤ業地ᇦにおいては，一般ྲྀ扱ᡤをᘓ⠏でき，ಸ数に関する

制限もありません。

ᘚㆤኈ㹃：分かりました。それから，危険物ᨻ௧第２㸱条が，〇㐀ᡤ，ྲྀ扱ᡤ等の఩置，ᵓ㐀及び設ഛの

基‽の≉౛を定めていますので，この規定についても立法経⦋をㄪべました。ᾘ㜵法が᫛࿴㸱４

年に改正される以前には，各市⏫ᮧ㛗が各市⏫ᮧ条౛の定めるところにより異なる基‽を設けて

危険物規制を行っていたのですが，同年に改正されたᾘ㜵法により，危険物規制の基‽が全国で

⤫一されました。一方で，現実の♫会には一般基‽に適合しない≉Ṧなᵓ㐀や設ഛを有する危険

物施設がᏑᅾし，また，科学技術の進Ṍにకって一般基‽においてண想もしない施設が出現する

可能性があるため，こうした事ែに市⏫ᮧ㛗等の判᩿と㈐௵において対応し，ᨻ௧の㊃旨をᦆな

うことなく実ែに応じた運用を可能にするために，危険物ᨻ௧第２㸱条が定められた，とのこと

です。

ᘚㆤኈＤ：なるほど。᳨ウに当たっては，危険物ᨻ௧第㸷条第１項第１ྕ本文の保安㊥㞳の౛外を認める

ために，同ྕただし書が定められているとして，᭦に第２㸱条を適用するవ地があるかなど，第

㸷条第１項第１ྕただし書と第２㸱条との関係についてもᩚ理しておく必要がありそうですࡡ。

ᘚㆤኈ㹃：分かりました。それから，事情を確認したいのですが，Ｘは，㜵ⅆሟの設置及びᾘⅆ設ഛの増
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設も考えているのですࡡ。

ᘚㆤኈＤ：はい，⛣㌿よりはずっと㈝用が安いですから，本件基‽ճの定める高さ以上の㜵ⅆሟの設置や，

法௧で⩏務௜けられたỈ‽以上のᾘⅆ設ഛを増設する用意があるとのことでした。

ᘚㆤኈ㹃：分かりました。

ᘚㆤኈＤ：さらに，Ｘは，「ᩋ訴の可能性もあるから，本件࿨௧にᚑって他ᡤに⛣㌿することも考えてい

る。しかし，それにはᕧ㢠の㈝用が᥃かるが，Ｙ市に⿵償を要求できないだろうか。」とも言っ

ていました。そこで，Ｘが本件࿨௧にᚑう場合や，本件࿨௧のྲྀᾘ訴訟でᩋ訴した場合を想定し

て，ᦆኻ⿵償の可能性も᳨ウする必要があります。ᾘ㜵法上，本件のような場合について⿵償の

定めはないのですࡡ。

ᘚㆤኈ㹃：はい，ありません。

ᘚㆤኈＤ：ಶ別法にᦆኻ⿵償の定めがない場合に，憲法に基࡙き直᥋⿵償を請求できるかどうかについて，

学ㄝ上議論がないわけではありませんが，その点は௒回は᳨ウせず，ᦆኻ⿵償請求ᶒが憲法第

２㸷条第㸱項により直᥋発生することを前提として，主張を⤌み立ててください。

ᘚㆤኈ㹃：ᾘ㜵法第１２条は，ྲྀ扱ᡤのᡤ有者等に対して，第１０条第４項の技術上の基‽に適合するよ

うに⥔持すべき⩏務を課しています。この第１２条の㊃旨をどう理解するか，その㊃旨がᦆኻ⿵

償と関係するかが問題になりそうですࡡ。

ᘚㆤኈＤ：さらに，ḟのような事情も問題になりそうです。Ｘが本件ྲྀ扱ᡤの営業をጞめたᖹ成１７年の

時点では，本件ⴿ⚍場のᡤᅾ地は，用途地ᇦの一つである第一✀中高ᒙ住居専用地ᇦとされてい

ました。第一✀中高ᒙ住居専用地ᇦでは，ཎ๎として，ᘓ⠏基‽法別表第஧（は）項にิᣲされ

ている用途のᘓ⠏物に限りᘓ⠏できるのですが，ⴿ⚍場はここにิᣲされておらず，ᘓ⠏がཎ๎

として不可能でした。しかし，ᖹ成２６年の㒔市計画Ỵ定で第஧✀中高ᒙ住居専用地ᇦに指定替

えがされてᘓ⠏規制が⦆࿴されたため，ⴿ⚍場のᘓ⠏が可能になりました。第஧✀中高ᒙ住居専

用地ᇦでは，別表第஧（に）項にิᣲされていない用途のᘓ⠏物であればᘓ⠏でき，ⴿ⚍場は，

同（に）項７ྕ及び㸶ྕの「（は）項にᥖࡆるᘓ⠏物以外のᘓ⠏物の用途に供する」ᘓ⠏物に当

たりますので，஧階ᘓてまででᗋ面✚が１５００ᖹ方࣓ートルを㉸えなければ，ᘓ⠏できるので

す。

ᘚㆤኈ㹃：分かりました。そのような事情がᦆኻ⿵償と関係するかどうか，᳨ウしてみます。

ᘚㆤኈＤ：よろしくお㢪いします。本件࿨௧が発せられた場合のＸの対応方㔪をỴめるに当たっては，一

方で，ྲྀᾘ訴訟を提起したとして本件࿨௧が違法とされる見込みがどの程度あるか，他方で，ᦆ

ኻ⿵償が認められる見込みがどの程度あるかを，判᩿の基♏にする必要がありますので，⥥ᐦに

᳨ウを進めてください。
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࠙資ᩱ１ 関係法௧ࠚ

ۑ ᾘ㜵法（᫛࿴２㸱年７月２４日法ᚊ第１㸶６ྕ）（ᢤ⢋）

第１条 この法ᚊは，ⅆ⅏をண㜵し，㆙ᡄし及び㙠ᅽし，国民の生࿨，身体及び㈈⏘をⅆ⅏から保ㆤする

とともに，ⅆ⅏ཪは地㟈等の⅏害による被害を㍍ῶするほか，⅏害等による傷⑓者のᦙ㏦を適ษに行い，

もつて安ᑀ⛛ᗎを保持し，♫会公共の⚟♴の増進に資することを目的とする。

第２条 この法ᚊの用ㄒはᕥの౛による。

２㹼６ （␎）

７ 危険物とは，別表第一のရ名ḍにᥖࡆる物ရで，同表に定める༊分に応じ同表の性質ḍにᥖࡆる性状

を有するものをいう。ࠝ（ὀ） 別表第一には，「第ᅄ類 引ⅆ性ᾮ体」として，第஧石油類がᥖࡆられ，

「ഛ考十ᅄ」として，「第஧石油類とは，ⅉ油，㍍油その他（中␎）をいい，」と記されている。ࠞ

第１０条 指定数量以上の危険物は，㈓蔵ᡤ（中␎）以外の場ᡤでこれを㈓蔵し，ཪは〇㐀ᡤ，㈓蔵ᡤ及

びྲྀ扱ᡤ以外の場ᡤでこれをྲྀり扱つてはならない。（以下␎）ࠝ（ὀ） ᾘ㜵法上，指定数量とは，「危

険物についてその危険性を຺᱌してᨻ௧で定める数量」をいう。ࠞ

２ （␎）

㸱 〇㐀ᡤ，㈓蔵ᡤཪはྲྀ扱ᡤにおいてする危険物の㈓蔵ཪはྲྀ扱は，ᨻ௧で定める技術上の基‽にᚑつ

てこれをしなければならない。

４ 〇㐀ᡤ，㈓蔵ᡤ及びྲྀ扱ᡤの఩置，ᵓ㐀及び設ഛの技術上の基‽は，ᨻ௧でこれを定める。

第１１条 〇㐀ᡤ，㈓蔵ᡤཪはྲྀ扱ᡤを設置しようとする者は，ᨻ௧で定めるところにより，〇㐀ᡤ，㈓

蔵ᡤཪはྲྀ扱ᡤࡈとに，ḟの各ྕにᥖࡆる〇㐀ᡤ，㈓蔵ᡤཪはྲྀ扱ᡤの༊分に応じ，当該各ྕに定める

者の許可を受けなければならない。〇㐀ᡤ，㈓蔵ᡤཪはྲྀ扱ᡤの఩置，ᵓ㐀ཪは設ഛをኚ᭦しようとす

る者も，同様とする。

一 ᾘ㜵本部及びᾘ㜵署を置く市⏫ᮧ（中␎）の༊ᇦに設置される〇㐀ᡤ，㈓蔵ᡤཪはྲྀ扱ᡤ（中␎）

当該市⏫ᮧ㛗

஧㹼ᅄ （␎）

２ 前項各ྕにᥖࡆる〇㐀ᡤ，㈓蔵ᡤཪはྲྀ扱ᡤの༊分に応じ当該各ྕに定める市⏫ᮧ㛗，㒔道ᗓ┴知事

ཪは⥲務大⮧（以下この❶及びḟ❶において「市⏫ᮧ㛗等」という。）は，同項の規定による許可の申

請があつた場合において，その〇㐀ᡤ，㈓蔵ᡤཪはྲྀ扱ᡤの఩置，ᵓ㐀及び設ഛが前条第４項の技術上

の基‽に適合し，かつ，当該〇㐀ᡤ，㈓蔵ᡤཪはྲྀ扱ᡤにおいてする危険物の㈓蔵ཪはྲྀ扱いが公共の

安全の⥔持ཪは⅏害の発生の㜵止にᨭ㞀を及ぼすおそれがないものであるときは，許可を与えなければ

ならない。

㸱㹼７ （␎）

第１２条 〇㐀ᡤ，㈓蔵ᡤཪはྲྀ扱ᡤのᡤ有者，⟶理者ཪは༨有者は，〇㐀ᡤ，㈓蔵ᡤཪはྲྀ扱ᡤの఩置，

ᵓ㐀及び設ഛが第１０条第４項の技術上の基‽に適合するように⥔持しなければならない。

２ 市⏫ᮧ㛗等は，〇㐀ᡤ，㈓蔵ᡤཪはྲྀ扱ᡤの఩置，ᵓ㐀及び設ഛが第１０条第４項の技術上の基‽に

適合していないと認めるときは，〇㐀ᡤ，㈓蔵ᡤཪはྲྀ扱ᡤのᡤ有者，⟶理者ཪは༨有者でᶒཎを有す

る者に対し，同項の技術上の基‽に適合するように，これらをಟ理し，改㐀し，ཪは⛣㌿すべきことを

࿨ずることができる。

㸱 （␎）

ۑ 㒔市計画法（᫛࿴４㸱年６月１５日法ᚊ第１００ྕ）（ᢤ⢋）

（地ᇦ地༊）

第㸶条 㒔市計画༊ᇦについては，㒔市計画に，ḟにᥖࡆる地ᇦ，地༊ཪは⾤༊を定めることができる。

一 第一✀పᒙ住居専用地ᇦ，第஧✀పᒙ住居専用地ᇦ，第一✀中高ᒙ住居専用地ᇦ，第஧✀中高ᒙ住

居専用地ᇦ，第一✀住居地ᇦ，第஧✀住居地ᇦ，‽住居地ᇦ，㏆㞄ၟ業地ᇦ，ၟ 業地ᇦ，‽ᕤ業地ᇦ，
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ᕤ業地ᇦཪはᕤ業専用地ᇦ（以下「用途地ᇦ」と⥲⛠する。）

஧㹼十භ （␎）

２㹼４ （␎）

第㸷条 １・２ （␎）

㸱 第一✀中高ᒙ住居専用地ᇦは，中高ᒙ住Ꮿに係るⰋዲな住居の⎔ቃを保ㆤするため定める地ᇦとする。

４ 第஧✀中高ᒙ住居専用地ᇦは，主として中高ᒙ住Ꮿに係るⰋዲな住居の⎔ቃを保ㆤするため定める地

ᇦとする。

５㹼１０ （␎）

１１ ᕤ業地ᇦは，主としてᕤ業の฼౽を増進するため定める地ᇦとする。

１２㹼２２ （␎）

ۑ ᘓ⠏基‽法（᫛࿴２５年５月２４日法ᚊ第２０１ྕ）（ᢤ⢋）

（用途地ᇦ等）

第４㸶条 １・２ （␎）

㸱 第一✀中高ᒙ住居専用地ᇦ内においては，別表第஧（は）項にᥖࡆるᘓ⠏物以外のᘓ⠏物は，ᘓ⠏し

てはならない。ただし，≉定行ᨻᗇが第一✀中高ᒙ住居専用地ᇦにおけるⰋዲな住居の⎔ቃを害するお

それがないと認め，ཪは公┈上やむを得ないと認めて許可した場合においては，この限りでない。

４ 第஧✀中高ᒙ住居専用地ᇦ内においては，別表第஧（に）項にᥖࡆるᘓ⠏物は，ᘓ⠏してはならない。

ただし，≉定行ᨻᗇが第஧✀中高ᒙ住居専用地ᇦにおけるⰋዲな住居の⎔ቃを害するおそれがないと認

め，ཪは公┈上やむを得ないと認めて許可した場合においては，この限りでない。

５㹼１５ （␎）

別表第஧ （い）・�ろ� （␎）

（は） 第一✀中高ᒙ住居専用地ᇦ内にᘓ⠏することができるᘓ⠏物

一 （い）項第１ྕから第㸷ྕまでにᥖࡆるもの （ࠝὀ） （い）項第１ྕに「住Ꮿ」，同第４ྕに「学

ᰯ（大学，高等専門学ᰯ，専ಟ学ᰯ及び各✀学ᰯを㝖く。）」等がᣲࡆられている。ࠞ

஧ 大学，高等専門学ᰯ，専ಟ学ᰯその他これらに類するもの

୕ ⑓院

ᅄ㹼ඵ （␎）

（に） 第஧✀中高ᒙ住居専用地ᇦ内にᘓ⠏してはならないᘓ⠏物

一㹼භ （␎）

୐ ୕階以上の部分を（は）項にᥖࡆるᘓ⠏物以外のᘓ⠏物の用途に供するもの（以下␎）

ඵ （は）項にᥖࡆるᘓ⠏物以外のᘓ⠏物の用途に供するものでその用途に供する部分のᗋ面✚の合

計が１５００ᖹ方࣓ートルを㉸えるもの（以下␎）

（ほ）㹼（わ） （␎）

ۑ 危険物の規制に関するᨻ௧（᫛࿴㸱４年㸷月２６日ᨻ௧第㸱０６ྕ）（ᢤ⢋）

（ࠝὀ） 本ᨻ௧中，「法」はᾘ㜵法を指す。ࠞ

（ྲྀ扱ᡤの༊分）

第㸱条 法第１０条のྲྀ扱ᡤは，ḟのとおり༊分する。

一㹼୕ （␎）

ᅄ 前㸱ྕにᥖࡆるྲྀ扱ᡤ以外のྲྀ扱ᡤ（以下「一般ྲྀ扱ᡤ」という。）

（〇㐀ᡤの基‽）

第㸷条 法第１０条第４項の〇㐀ᡤの఩置，ɔ 㐀及び設ഛ（中␎）の技術上の基‽は，ḟのとおりとする。

一 〇㐀ᡤの఩置は，ḟにᥖࡆるᘓ⠏物等から当該〇㐀ᡤの外ቨཪはこれに┦当するᕤ作物の外ഃまで
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の間に，それぞれ当該ᘓ⠏物等について定める㊥㞳を保つこと。ただし，イからࣁまでにᥖࡆるᘓ⠏

物等について，不⇞ᮦᩱ（中␎）で㐀つた㜵ⅆ上有効なሟを設けること等により，市⏫ᮧ㛗等が安全

であると認めた場合は，当該市⏫ᮧ㛗等が定めた㊥㞳を当該㊥㞳とすることができる。

イ （␎）

ࣟ 学ᰯ，⑓院，๻場その他ከ数の人を収容する施設で⥲務省௧で定めるもの 㸱０࣓ートル以上

㹼へࣁ （␎�

஧㹼஧十஧ （␎）

２・㸱 （␎）

（一般ྲྀ扱ᡤの基‽）

第１㸷条 第㸷条第１項の規定は，一般ྲྀ扱ᡤの఩置，ᵓ㐀及び設ഛの技術上の基‽について‽用する。

２㹼４ （␎）

（基‽の≉౛）

第２㸱条 この❶ （ࠝὀ） 第㸷条から第２㸱条までを指す。ࠞ の規定は，〇㐀ᡤ等について，市⏫ᮧ㛗等

が，危険物のရ名及び᭱大数量，指定数量のಸ数，危険物の㈓蔵ཪはྲྀ扱いの方法୪びに〇㐀ᡤ等の周

ᅖの地ᙧその他の状ἣ等から判᩿して，この❶の規定による〇㐀ᡤ等の఩置，ᵓ㐀及び設ഛの基‽によ

らなくとも，ⅆ⅏の発生及びᘏ↝のおそれがⴭしく少なく，かつ，ⅆ⅏等の⅏害による被害を᭱少限度

に止めることができると認めるとき，ཪはண想しない≉Ṧのᵓ㐀ⱝしくは設ഛを用いることにより，こ

の❶の規定による〇㐀ᡤ等の఩置，ᵓ㐀及び設ഛの基‽による場合と同等以上の効力があると認めると

きにおいては，適用しない。
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࠙資ᩱ２ 本件基‽�ᢤ⢋�ࠚ

Ｙ市㛗が一般ྲྀ扱ᡤについて危険物ᨻ௧第１㸷条第１項の規定により‽用される第㸷条第１項第１ྕ

ただし書の規定を適用する場合は，以下の基‽による。

ձ ▷⦰条件

ಸ数がḟにᥖࡆる数್を㉸える一般ྲྀ扱ᡤについては，危険物ᨻ௧第㸷条第１項第１ྕ本文の保安

㊥㞳を▷⦰することができない。

一・஧ （␎）

୕ ‽ᕤ業地ᇦཪはᕤ業地ᇦにᡤᅾする一般ྲྀ扱ᡤ ５０

ղ ▷⦰限⏺㊥㞳

一般ྲྀ扱ᡤについては，㜵ⅆሟを設けることにより，ḟにᥖࡆる㊥㞳を下限として，危険物ᨻ௧第

㸷条第１項第１ྕ本文の保安㊥㞳を▷⦰することができる。

一 保安物件が危険物ᨻ௧第㸷条第１項第１ྕࣟに規定するᘓ⠏物であり，別表に基࡙き保安物件の

立地条件及びᵓ㐀から判定される危険度がＣ（᭱小）のࣛンクである場合 （ࠝὀ） 本件ⴿ⚍場は

このＣのࣛンクに該当する。ࠞ

（い） 一般ྲྀ扱ᡤが第஧石油類（中␎）をྲྀり扱い，ಸ数が１０ᮍ満の場合 １㸶࣓ートル

（ろ） 一般ྲྀ扱ᡤが第஧石油類（中␎）をྲྀり扱い，ಸ数が１０以上の場合 ２０࣓ートル

（は）・（に） （␎）

஧㹼஑ （␎）

ճ 㜵ⅆሟの高さ

必要な㜵ⅆሟの高さは，ྲྀ扱ᡤの高さ，保安物件の高さ，保安物件の㜵ⅆ性・⪏ⅆ性の程度，及び

保安物件と一般ྲྀ扱ᡤとの㊥㞳をኚ数として，ḟの数式により⟬定する。（以下␎）
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